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令和 2（2020）年 竿釣りビンナガ漁況経過、年齢別漁獲個体数および年齢別豊度の推定 
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広域性資源部 まぐろ第 2 グループ 

松原直人・青木良徳・津田裕一 
 
 

はじめに 
 竿釣り船による、2020 年漁期のビンナガ漁場の推移、漁況、魚体長、年齢別漁獲個体数および

年齢別豊度の推定結果を示した。漁場は、従来からの A-G 海区を用いた（図 1）。また、中型竿釣

り船とは 20 トン以上 300 トン未満（2000 年以前は 200 トン未満）の船を、大型竿釣り船は 300 ト

ン以上、（2000 年以前は 200 トン以上）の船を指す。 
 
材料と方法 
1. 使用したデータ 
・中型竿釣り船 QRY 情報：全国近海かつお・まぐろ漁業協会 
・大型竿釣り船 QRY 情報：水産資源研究所 
・中型竿釣り船、大型竿釣り船および北部まき網船の水揚げ量：全国近海かつお・まぐろ漁業協

会、水産資源研究所焼津作業室、宮城県水産技術総合センター、北部まき網漁業協同組合 
・中型竿釣り船および大型竿釣り船によって水揚げされたビンナガの体長測定データ：水産資

源研究所焼津作業室、気仙沼作業室 
 
2. データの処理 

中型竿釣り船の QRY 情報は下記の通りに取りまとめた。 
・魚種の漁獲記録が欠損している記録は同日・同船の記録より補完した。 
・漁獲量は「ビンナガ主体漁獲」もしくは「他魚種主体漁獲（ビンナガが混獲）」の 2 種類に区分さ

れ、後者の場合には、漁獲量の 50%をビンナガの漁獲量と仮定した。 
・有漁隻数は「ビンナガの漁獲があった記録（主体・混獲問わず）」を用いて集計した。 
・CPUE は 1 日 1 有漁隻数あたりの漁獲量とし、これらを月・旬・海区別に取りまとめた。 
・体長測定結果に基づき 1 cm 階級で体長組成図を作成した。また、体長を測定した個体の漁

獲日および漁獲位置についても現場で聞き取った。 
 
3. 年齢別漁獲個体数の推定 
中型竿釣り船および大型竿釣り船の QRY データを用いて月別・海区別の漁獲量を集計した。

海区別の漁獲量を把握するためには QRY 情報を用いる必要がある。しかし、QRY 情報は無線報

告に基づいており誤差を含んでいる可能性があるため、実際の水揚げ量を推定する必要がある。
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そこで、QRY の漁獲量と港への水揚げ量（真の値）を比較した補正係数を算出し、QRY 情報に基

づいた漁獲量を再計算した。 
体長別の漁獲個体数を推定するために、体長測定データが存在する月・海区の体長データを

用いて以下の体長-体重関係式（須田・藁科、1961）から体長別の体重に換算し、体長ごとの漁獲

量を換算した体重で除して体長別の漁獲個体数を推定した。なお、体長測定が行われていない月

（海区）については、同海区の別の月（同月の別の海区）の体長測定データを用いて補完した。 
 

W = 8.77×10-6 × FL 3.2 W: 体重（kg）、FL: 尾叉長（cm） 
 
 各年齢の漁獲個体数を推定するために、過去の成長式を参考にして、年齢別の体長の基準値

を次の通り設定した：44 cm ≤ 2 歳、58 cm ≤ 3 歳、74 cm ≤ 4 歳、86 cm ≤ 5 歳以上。 
 
4. 年齢別来遊豊度の推定 
 大型竿釣り船の QRY 情報を用いて、主漁場である D, F, G 海区の操業データを抽出して年齢

別の漁獲個体数を推定した。月別の有漁日数あたりの年齢別漁獲尾数を算出することで年齢別

来遊豊度（CPUE）を計算した。なお、2020年漁期はG海区での操業が行われなかったため、D、

F 海区のみ示した。 
 
結果 
1. 2020 年におけるビンナガの水揚げ量 
 2020 年および過去 5 年間（2015～2019 年）における中型・大型竿釣り、大中型まき網船による

ビンナガ水揚げ量の推移を表 1に示す。2020年の主要な水揚げ時期は中型竿釣り船、大型竿釣

り船、共に 5～7 月であった（図 2）。2020 年の大型船による水揚げ量は 28,932 トンで、前年の

1455.3%、過去 5 カ年の平均値（4,313 トン）の 670.9%を大幅に上回った。中型竿釣り船による水

揚げ量は 22,174 トンで、前年の 362.0%であり、過去 5 カ年の平均値（11,214 トン）の 197.7%で

あった。竿釣りによる水揚げ量は 51,106 トンで、前年の 629.9%、過去 5 カ年の平均値（15,527 ト

ン）の 329.1%であった。大中型まき網の水揚げ量は 6,287 トンで前年の 6,70 トンを大きく上回っ

た。表層漁業全体の水揚げ量は 57,393 トンで、前年の 653.4%, 過去 5 年間の平均値 326.3%と

なった。 
 
2. 中型・大型竿釣り船の漁況経過（QRY 情報） 
中型竿釣り船および大型竿釣り船の月別の CPUE の分布をそれぞれ図 3、5 に、海区別の

CPUE の箱ひげ図と平均値をそれぞれ図 4、図 6 に示し、漁況の特徴を下記に記す。 
 

中型竿釣り船 
3～4 月は伊豆諸島西側漁場（A 海区）を中心として漁場が形成され（図 3）、A 海区における旬
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別平均 CPUE（トン/隻・日）は 0.1～7.3 を示した（図 4）。5～6 月に、漁場は北東方向に移動し、

伊豆諸島東側漁場（C 海区）と東沖漁場（D 海区）の間で形成された。旬別平均CPUE は、5 月に

0.2～12.2（平均 3.45）、6 月に 0.1～7.8（平均 4.51）となり、5 月下旬に C 海区で最大の 12.2 を

示した（図 4）。その後、7～11月には、C海区とD海区の間から高緯度域に漁場が変化し（図 3）、
旬別平均 CPUE は 0.2～2.7（平均 2.1）で推移した（図 4）。 

 
大型竿釣り船 
主漁場は、4 月に伊豆列島西側漁場（A 海区）、5~6 月にかけて伊豆諸島東側漁場（C 海区）、東

沖漁場（D 海区）でも漁場が形成された（図 5）。旬別平均 CPUE（トン/隻・日）は 1.0～43.6 で推

移した（図 6）。また 7 月は、C 海区、D 海区、天皇海山漁場（F 海区）に主漁場が推移し、天皇海

山沖合漁場（G 海区）では漁場が形成されなかった。 
 
3. 体長組成・銘柄組成 
中型竿釣り船および大型竿釣り船によって、5～6月にC、D海区で漁獲された水揚げ物につい

て体長測定を実施した（図 7a, b）。例年、50 cm、70 cm および 80 cm 付近に 2 つ～3 つの体長

モードが認められる。2020 年の測定結果からは、大型竿釣り船は、昨年度と同様に、主に大型個

体（各月・各海区の最頻値の範囲: 76~78 cm）を中心とする単峰形の組成を示した。また中型竿釣

り船では 75 cm 前後のモードに加え、100~110 cm 周辺でモードが確認された。 
さらに、2020年の焼津港へ水揚げされた魚の銘柄別組成からも同様の傾向が示されており、10 

kg 上（概ね 4 歳魚以上）が 14.3%であり、次いで 7 kg 上が主体で 74.4%を占めたが、4 kg 上・

下はわずか 0.0～2.5%であった（表 2）。このことから、2020 年は大型個体の水揚げが大部分を占

めており、中型および小型個体が少ないことが特徴であった。 
 

4. 体長・年齢別漁獲個体数の推定 
中型竿釣り船および大型竿釣り船の QRY 情報から集計した月別・海区別の漁獲量をそれぞれ

表 3a, b に示した。QRY 情報に基づいた漁獲量と実際の水揚げ量から推定した補正係数は大型

竿釣り船で 2.18、中型船は 3.24 となった（表 4）。QRY の漁獲量をこれらの係数で補正して合計

した調整済みの月別・海区別の漁獲量を表 5 に示した。 
 中型竿釣り船および大型竿釣り船における月別・海区別の体長組成の当てはめ結果をそれぞれ

表 6a, b に示した。灰色箇所は実測した体長組成のある月・海区を示し、それ以外は補完を行った

月・海区を示した。この体長組成を用いて 2020 年の体長別漁獲個体数（図 8）および年齢別漁獲

個体数の経年変化（表 7、図 9）を推定した。2020 年の総漁獲量に占める年齢別漁獲個体数は、

3歳魚が422,000尾（10.1%）、4歳魚が3129,000尾（74.8%）、5歳魚以上が634,000尾（15.1%）

であり、過去 10 年間（2010-2019 年）の平均（2 歳：15.5%、3 歳：18.5%、4 歳：61.5、5 歳以上：

3.1%）と比べて 4 歳魚と 5 歳魚が多く漁獲された。 
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5. 年齢別来遊豊度の推定 
例年、大型竿釣り船の主漁場である D、F、G 海区におけるビンナガ有漁日数、年齢別・体長別

の漁獲個体数と CPUE（1,000 個体/隻・日）の経年変化を示しているが、2020 年は G 海区での

操業が行われなかったため D、F 海区のみの結果を示した（それぞれ表 8、図 10、11）。2020 年

の総漁獲個体数は 2099,020 個体であり、そのほとんどが 3 歳魚と 4 歳魚で占められた。2020 年

の 2～4 歳魚の CPUE はそれぞれ 0.00、0.43、4.84 であり、2 歳魚を除き過去 5 年間の 2～4 歳

魚の平均 CPUE（それぞれ 0.08、0.12、0.52）を大幅に上回った。全年齢込みの CPUE は 5.27
と、過去 5 年間の平均 CPUE の 0.74 を下回った。 
 
参考文献 
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群と延縄対象群の比較（予報）．南海水研報：13, 21–34. 
ISC. 2014. Report of the fourteenth Meeting of the International Scientific Committee 
for Tuna and Tuna-like Species in the North Pacific Ocean. Plenary Session. 16-21 July 
2014, Taipei, Taiwan. 71pp ：http://isc.fra.go.jp/pdf/ISC14/ISC14_Plenary_Report_dra 
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表 1  近年の表層漁業によるビンナガ水揚げ量（トン）の推移． 
 

 
 
表 2  2020 年の焼津港における大型竿釣り船のビンナガ銘柄別水揚げ量（トン）． 
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表 3a  2020 年の中型竿釣り船の月別・海区別漁獲量（QRY データに基づく）． 

 

 
 
 
表 3b  2020 年の大型竿釣り船の月別・海区別漁獲量（QRY データに基づく）． 
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表 4  漁獲量調整のための調整係数． 
 
 

 
 
 

表 5 2020 年の竿釣り漁業（中型・大型竿釣り船）の調整済み月別・海区別漁獲量． 
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表 6a 2020 年の中型竿釣り船の月別・海区別漁獲量に対応する体長組成． 

 
小文字アルファベット，大文字アルファベットおよび数字は，それぞれ当てはめた体長組成の漁法

（os: Offshore pole-and-line（中型竿釣り），dw: Distant water pole-and-line（大型竿釣り）），

海区および月を示す．灰色部は実測値を示しており，その体長組成はそれぞれ図 7a に示す． 
 

表 6b  2019 年の大型竿釣り船の月別・海区別漁獲量に対応する体長組成． 

 
小文字アルファベット，大文字アルファベットおよび数字は，それぞれ当てはめた体長組成の漁法

（os: Offshore pole-and-line（中型竿釣り），dw: Distant water pole-and-line（大型竿釣り）），

海区および月を示す．灰色部は実測値を示しており，その体長組成はそれぞれ図 7b に示す． 
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表 7 中型・大型竿釣り船によるビンナガの年齢別漁獲個体数の経年変化． 

 
漁獲重量は調整済み漁獲量を示す． 
 
 
表 8 大型竿釣り船の D，F，G 海区でのビンナガ有漁日数，年齢別ビンナガ漁獲個体数（1,000
個体）および CPUE（1,000 個体／日・隻）．なお、2020 年は G 海区での操業が行われなかった

ため、D,F 海区のみ示す． 
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図 1 ビンナガ漁場の海区区分．A：伊豆列島西側漁場，B：西之島漁場，C：伊豆列島東側漁場，

D：東沖漁場，E：シャッキー海膨漁場，F：天皇海山漁場，G：天皇海山沖合漁場． 
 

 
図 2 月別・漁法別（中型竿釣り船（上），大型竿釣り船（下））のカツオとビンナガの水揚げ量の推移．
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大型竿釣り船のカツオの水揚げ量は近海・東沖のみを集計． 
 

 

 

図 3 中型竿釣り船の月別ビンナガ CPUE（トン/日・隻）の分布．図の上の数字は漁獲月を示す．  
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図 4 中型竿釣り船の旬別・海区別のビンナガ CPUE（トン/日・隻）の箱ひげ図の推移．▲は平均

値を示す． 
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図 5 大型竿釣り船の月別ビンナガ CPUE（トン/日・隻）の分布．図の上の数字は漁獲月を示す． 
12 月は当該海域内での漁獲は無かった． 
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図 6 大型竿釣り船の旬別・海区別のビンナガ CPUE（トン/日・隻）の箱ひげ図の推移．▲は平均

値を示す． 
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図 7a 中型竿釣り船の月別・海区別のビンナガ体長組成 (図上のアルファベットは海区，図右の

数字は漁獲月を示す． 
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図 7b 大型竿釣り船の月別・海区別のビンナガ体長組成 (図上のアルファベットは海区，図右の

数字は漁獲月を示す． 
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図 8 中型竿釣り船 (上)および大型竿釣り船 (下) によって漁獲されたビンナガの体長別漁獲個

体数． 
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図 9 竿釣りのよるビンナガの年齢別漁獲個体数の経年変化． 
 
 

 
図 10 大型竿釣り船によって D，F，G 海区で漁獲されたビンナガの体長別漁獲個体数．なお、

2020 年は G 海区での操業が行われなかったため、D、F 海区のみ示す． 
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図 11 大型竿釣り船の年齢別 CPUE（1,000 個体/日・隻）の経年変化． 
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付表 1 ビンナガの水揚げ量（トン）の経年変化． 
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付表 2 中型・大型竿釣り船によって漁獲されたビンナガの年齢別漁獲個体数の経年変化．  

 
漁獲重量は調整済み漁獲量で表記． 


